































































































































































































































































4 4 4 4
［suggérer］ものである芸術と、表現する



















































































































































































を、ここでは比喩や隠喩が暗示する［Comparaisons et métaphores suggéreront ici 












































































































































































 DI: Essai sur les données immédiates de la conscience, PUF, ₂₀₁₃ （₁₈₈₉）．［アンリ・
ベルクソン、中村文郎訳『時間と自由』岩波書店、₂₀₀₁年］
 MM: Matière et mémoire, PUF, ₂₀₁₀ （₁₈₉₆）．［アンリ・ベルクソン、合田正人・松
本力訳『物質と記憶』筑摩書房、₂₀₀₇年］
 EC: L＇évolution créatrice, PUF, ₂₀₀₉ （₁₉₀₇）．［アンリ・ベルクソン、合田正人・松井
久訳『創造的進化』筑摩書房、₂₀₁₀年］
 ES: L＇energie spirituelle, PUF, ₂₀₀₉ （₁₉₁₉）．［アンリ・ベルクソン、原章二訳『精神
のエネルギー』平凡社、₂₀₁₂年］
 DS: Les deux sources de la morale et de la religion, PUF, ₂₀₁₂ （₁₉₃₂）．［アンリ・ベル
クソン、森口美都男訳『道徳と宗教の二つの源泉Ⅰ』『道徳と宗教の二つの源泉Ⅱ』
中央公論新社、₂₀₀₃年］
 PM: La pensée et le mouvant, PUF, ₂₀₁₃（₁₉₃₄）．［アンリ・ベルクソン、原章二訳
『思想と動き』平凡社、₂₀₁₃年。河野与一訳『思想と動くもの』岩波書店、₁₉₉₈年］















頁、訳注は₂₂₀頁）。さらに、本稿第 ₂ 章第 ₂ 節の、暗示する言語とイマージュと
の議論にも関係するのだが、アニク・マイユがイマージュと暗示に関して言及す
る箇所でも、PM ₁₂₀の否定の能力が引用されている（cf. Anick Maille, «L＇image 
bergsonienne, médiatrice de l＇immédiat», Analyse et réflexions sur Henri Bergson La 








ジュとし、二者の差異について分析している（Emile Brehier, 《Images plotiniennes, 
































































学者のために要請したような種類の言語である」（Maurice Merleau-Ponty, Le visible 












はない」ことも主張している（Maurice Merleau-Ponty, La Nature. Notes. Cours du 
Collège de France, p.₈₀）。ベルクソンの「合致」に関するメルロ＝ポンティの批判的
考察については、稿を改めて考察する。）
（₁₅） EC ₃₂₆．この部分で「暗示する
4 4 4 4
［suggérer］」という言葉が強調されているが、
L＇évolution créatriceの₂₀₀₉年度版の Indexの項目には suggérerあるいは suggestion
が存在しない。筆者が調べたところ、第 ₂章において ₄箇所、第 ₃章において ₇箇



















（₁₇） 同論文の初出は₁₉₀₄年である（cf. PM ₂₅₃n.）。『思想と動くもの』の公刊が₁₉₃₄
年、『創造的進化』の公刊が₁₉₀₇年ということを考えると、比較的早い時期に表現
と暗示についてベルクソンが注目していたことがわかるだろう。
（₁₈） Paul Valéry, Œuvres, Tome I, Pléiade, Gallimard, ₁₉₅₇, p.₈₈₅.
 アニク・マイユも上記の『思想と動くもの』「ラヴェッソンの生涯と業績」の該当
箇所やヴァレリーの言葉を引いて、芸術家、詩人と哲学における言語について論じ
ている。（cf. Anick Maille，前掲論文，p.₉₀, p.₉₂.）
